
2020年度 春 要望調査票
青年海外協力隊 / 海外協力隊 / 日系社会青年海外協力隊 / 日系社会海外協力隊

要請番号（JL26020A01）

国名 職種コード 職種 年齢制限 活動形態 区分 派遣期間 派遣隊次

セントビン
セント I102 障害児・者支援 20～45

歳のみ 個別 新規 2年 ・2020/2 ・2021/1

【配属機関概要】

1）受入省庁名（日本語）

国民動員・社会開発省

2）配属機関名（日本語）

セントビンセント障害者協会
NGO

3）任地（ キングズタウン ） JICA事務所の所在地（ セントルシア国 ）

任地からJICA事務所までの交通手段、所要時間（ 飛行機+ﾊﾞｽ で 約 1.5 時間 ）

4）配属機関の規模・事業内容

1987年に設立された国内唯一の障害者協会で、会長自らも下肢障害者である。現在約80名の障害者が同協会に登録して
いる。ITトレーニングの実施や、製菓・工芸品を作り、自立支援を行ってきた。年間予算は約15,000米ドル。台湾から
の助成金で秘書を雇用している。これまで本協会にJICAボランティアが派遣された実績はないが、連携関係にある視覚
障害者協会にはマーケティング隊員を2019-2021年に派遣されており、手工芸品の製作・販売、障害者にかかる啓発活
動を行っている。

【要請概要】
1）要請理由・背景

政府からの支援金が年々削減されていることより、ランチやお菓子、工芸品の販売や募金活動を実施しながら、同協会
の運営を支えている。同協会からは、製菓や手工芸の販売、啓発イベントの実施を行うことで、同協会および障害者に
ついての啓発と自立支援を促進して欲しいと要請を受け、今回の募集に至った。

2）予定されている活動内容（以下を踏まえ、隊員の経験をもとに関係者と協議して計画を立て、柔軟に内容を変更しな
がら活動を進めます）

障害者協会において、以下の活動を支援する。(必要に応じて、視覚障害者協会も対象とする。)
1.障害者に対し、基本的なパン、菓子、工芸品の製作指導を行いつつ、品質の向上、消費者のニーズに合った製作にか
かる助言を行う。
2.障害者が製作した物品の販路開拓を支援する。
3.障害者団体および障害者についての啓発、広報活動を支援する。

3）隊員が使用する機材の機種名・型式、設備等

冷蔵庫、ミキサー、オーブン、ミシン等、簡単な料理や裁縫が可能な道具、コンピューター約10台

4）配属先同僚及び活動対象者

1.配属先同僚
協会会長:50歳代、女性(肢体障害のため、車いす)、会長経験14年
秘書:20歳代前半、女性

募集終了

https://www.jica.go.jp/volunteer/


ボランティア(健常者)数名
2.活動対象者
約80名の登録された障害者(18歳から高齢者)

5）活動使用言語

英語

6）生活使用言語

英語

7）選考指定言語

言語問わず(レベル:D)

【資格条件等】
[免許/資格等]：（　　　　）

[性別]：（男性）　備考：治安上の理由による

[学歴]：（　　　　）　備考：

[経験]：（実務経験）3年以上　備考：活動には相応の知
見・経験が必要

[参考情報]：

　・障害児・者との活動経験

任地での乗物利用の必要性

不要

【地域概況】
[気候]：（熱帯雨林気候）　気温：（20～35℃位）

[通信]：（インターネット可　　電話可）

[電気]：（安定）

[水源]：（安定）

【特記事項】
基本的に隊員への支援はJICAセントルシア事務所から行う。

【類似職種】
・家政・生活改善
・コミュニティ開発
※活動内容が類似している要請が含まれる職種を表示しています。職種に拘らず要請内容でもご検討ください。
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